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甲

背景：癒着とは本来離れて存在する組織間の接着と定義される。脊椎手術において椎弓切除後の硬膜
と硬膜上に形成された線維性瘢痕と間の癒着(硬膜癒着)はほぼ必発であり、術者の負担を増やし、手
術時間を長くする。これまで硬膜癒着を抑制するためにヒアルロン酸や抗腫瘍剤、抗炎症剤の投与や
羊膜などの移植が行われてきたが、いまだ効果的な方法は確立されていない。現在最も広く行われて
いるのは、安全性と実現可能性から自家皮下脂肪移植が行われている。しかし、効果は短期的で議論
の余地がある。そこで今回硬膜外脂肪に着目した。硬膜外脂肪はもともと硬膜上にある異所性脂肪で
硬膜との間に癒着もないため、椎弓切除後の硬膜上に硬膜外脂肪を移植すると硬膜癒着を抑制せきる
のではないかと仮説を立てた。

方法：まずマウスの硬膜外脂肪と皮下脂肪の組織学的評価、遺伝子プロファイルの違いを検討した。
続いてマウスの椎弓切除モデルに硬膜外脂肪もしくは皮下脂肪を移植し、術後6週にて硬膜癒着を定量
評価、組織学的評価、炎症性サイトカインや癒着関連遺伝子の発現の違いを検討した。実際に臨床応
用可能であるかどうかヒトの硬膜外脂肪と皮下脂肪もマウス同様の違いがあるか組織学的評価、遺伝
子プロファイルの違いの検討と、網羅的遺伝子発現解析を行った。

結果：マウスにおいて硬膜外脂肪は皮下脂肪と比較して脂肪細胞の大きさが有意に小さく、炎症性サ
イトカインや線維化関連遺伝子の発現は低かった。マウスの椎弓切除モデルの硬膜脂肪を移植した群
は、皮下脂肪移植した群と比較して、有意に癒着の程度は低く、硬膜上に残存している脂肪組織の割
合も多かった。またヒトの硬膜外脂肪と皮下脂肪の違いはマウスと同様の傾向であった。ヒトの硬膜
外脂肪と皮下脂肪の網羅的遺伝子発現解析では、発現量の異なる遺伝子群(DEGs)は1921あり、GO term
解析ではinflammatory responeseで最も発現の違いが認められた。

結論：硬膜外脂肪は皮下脂肪と異なる分子学的、組織学的特性を有し、マウスモデルにおいて椎弓切
除後の硬膜外脂肪移植は皮下脂肪移植と比較して硬膜癒着抑制により効果的であった

氏　名： 畑　和宏

論　文　内　容　の　要　旨

Epidural Fat Tissue is More Effective for Scar Prevention Than Conventional
Subcutaneous Fat Grafting After Laminectomy in a Mouse Model

論文名：
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